「臨床の知」から教育を見直す by 滝野 功久



















knowledge より knowing がはるかに相応しい。あるいは clinical thinking も考
えられる。知る様式・形態ばかりか、知る態度やその時その場で生まれてくる
出来ごとをも包摂する概念としての「臨床の知」としては、しかし、実践のな

















































































































































































































































































































































ち 1 ）普遍主義　 2 ）論理主義　 3 ）客観主義に対抗して、 1 ）コスモロジー　
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